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携帯端末の普及によりﾓﾊﾞｲﾙｺﾝﾋﾟｭ-ﾃｲﾝｸﾞ環境が整い､また-方で会社などのｵﾌｲｽを中心にｸﾞﾙ-

ﾌﾟｳｪｱが普及している｡ﾓﾊﾞｲﾙ環境に適応したｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱであるﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱが登場してき

た｡しかしながら従来のﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱは依然としてﾓﾊﾞｲﾙ環境や-般的なｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱにおける

間題点を十分に解決しているとは言い難い｡ﾓﾊﾞｲﾙ環境ではﾕ-ｻﾞの都合や不安定な回線のためﾕ-ｻﾞが継続

ﾚて協調作業を行うことが困難である.またｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱで利用する情報端末には様々な種類が存在するため､
各情報端末間における情報の相互変換が困難である｡本稿では､異なった情報端末間における情報の相互変換を

実現､断続的に協調作業に参加するﾕ-ｻﾞの不在期間における作業情報の補完を可能とするﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪ

ｱを提案する｡そして有効性を確認するために提案ﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱのﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟを実装･評価を行っ

た結果について示す｡
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Mobile computing environment is organized due to the diffusion of the portable terminal･ Groupwares have

been used in the ofBce of many companies･ Recently mobile groupwares adapted to mobile environment have

appeared･ However, there are many problems about groupwares for mobile environment. It- is di氏cult for

mobile users to do cooperative works cont.inuously, because of users'reason or unstable circuit. It isalso

di缶cult to change the information between each terminal) because there are various terminals･ In this paper,

we propose a mobile groupware which can change the information between each terminal,and complete the

information of the collaboration while the users are absent. We implemented the prototype of the groupware

and the evaluated the effectiveness by quesl･,ionnaire.

1はじめに

近年､通信技術の発達により広域移動無線ｲﾝﾌﾗ

が整い､携帯電話やPHSなどの小型携帯轍末が広く

普及している｡また､情報技術が進展しｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ

の高性能化･低価格化が急速に進んできたため､ﾓﾊﾞ

ｲﾙｺﾝﾋﾟｭ-ﾃｲﾝｸﾞの概念は-般化しているo

-方､ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀを用いた人間の組織活動支援に

関する研究分野であるCSCW(Computer Supported

Cooperative Work)に対する関心が急速に高まってき
ている｡ CSCWではｸﾞﾙ-ﾌﾟのための協調作業を支

援する環境を提供するｼｽﾃﾑをｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱと呼

び､人間の組織活動に対してのｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ支援のあ

り方を考え直そうとしている[1】｡

ﾓﾊﾞｲﾙｺﾝﾋﾟｭ-ﾃｲﾝｸﾞとｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱが-

般化するのに伴い､ﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱというも

のが登場してきた｡ﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱは｢いつ

でもどこでも誰とでも情報交換ができる｣という可搬

性に重点をおいて､移動先あるいは移動中の共同作業

を支援するｼｽﾃﾑである【2】[3】｡

しかしながら従来のﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱは依然

としてﾓﾊﾞｲﾙ環境や-般的なｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱにおけ

る間題点を十分に解決しているとは言い難い｡例えばﾓ

ﾊﾞｲﾙ環境ではﾕ-ｻﾞの都合や不安定な回線からﾕ-

ｻﾞが継続して協調作業を行うことが困難であり､また
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図1:ﾕﾋﾞｷﾀｽ電子会議ｼｽﾃﾑ

ｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱで利用する情報端末には様々な種類が

存在するため各情報端末間における情報の相互変換が

困難である｡

本稿では,ﾓﾊﾞｲﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに必要な様々

な要素を統合し､異種の情報端末間における情報の相

互変換を実現することにより､ﾕ-ｻﾞの不在時におけ

る作業情報の補完を可能とするﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪ

ｱの提案を行う｡また提案ﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱのｻ

ﾌﾞｼｽﾃﾑとしてMobile Chatを実装･評価し､ﾕ-

ｻﾞ不在期間の情報補完が可能であることを確認する｡

2従来のﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱ

ﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱ端末はﾉ-ﾄPC､ PDA､

携帯電話など多くの種類があり､搭載されているOSも

Windows CE､ PalmOSなど多岐にわたる｡ｸﾞﾙ-ﾌﾟ

ｳｪｱでは異種の端末間でも互いにｺﾐｭﾆｹ-ｼｮ

ﾝやｺﾗﾎﾞﾚ-ｼｮﾝを行うことが必要であるため､

端末に依存しないｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱとしてWWWﾌﾞﾗ

ｳｻﾞべ-ｽのﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱが登場してきて

いる｡

WWWﾌﾞﾗｳｻﾞを利用した既存のﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-

ﾌﾟｳｪｱには､ﾕﾋﾞｷﾀｽ電子会議ｼｽﾃﾑ【4]やi

ﾓ-ﾄﾞ対応のiOfBce2000[5]などがあるoﾕﾋﾞｷﾀｽ
電子会議ｼｽﾃﾑはﾓﾊﾞｲﾙ電子会議ｼｽﾃﾑDYNA-

MITE (DYNamic Adaptive Moblle TEleconference

System)【6】の拡張であり､ﾓﾊﾞｲﾙﾕ-ｻﾞは手近にあ
る端末のWWWﾌﾞﾗｳｻﾞを使用して電子会議を行う

ため､ OSに依存しないという特徴がある(図1)｡ま

たiO缶ce2000はiﾓ-ﾄﾞ対応携帯電話のWWWﾌﾞﾗ

ｳｻﾞを使用し､ｽｹｼﾞｭ-ﾙ管理､ﾜ-ｸﾌﾛ-など

の機能を有する｡

しかしながらWWWﾌﾞﾗｳｻﾞを利用した既存のﾓ

ﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱには同期的(ﾘｱﾙﾀｲﾑ)な

協調作業が困難であるという間題点がある｡同期的な

協調作業とは工事現場での打合せなどのように､映像

と音声を共用して複数の人が同時に措画や会話を行う

ﾀｲﾌﾟの作業である｡従来のﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱ

では､ HTTP (HyperTextTransfer Protocol)の制約
がある｡すなわちHTTPでは要求と応答が1対1に

対応しているため､ｸﾗｲｱﾝﾄはｻ-ﾊﾞからの応答

を待たずに要求ができず､同期的な協調作業を支援す

ることは困難である｡

3提案ﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ

まず仮定として提案ｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱとは別に､ﾕ-

ｻﾞの位置情報を提供する位置情報ｻ-ﾊﾞがあるものと

する｡

3.1目的

提案するﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱの目的は同期･非

向期の切り替えをし､ﾓﾊﾞｲﾙﾕ-ｻﾞのために情報の

相互補完･ﾌｲﾙﾀﾘﾝｸﾞを行うことである｡情報の

補完をすることによりｺｽﾄの削減が可能となり､効

率的なｸﾞﾙ-ﾌﾟ活動を支援することが可能となる｡

3.2同期･非同期の定義

3.2.1､同期

同期とは､複数のもの(人間やｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ)の間

で時間的に同時または-定の関係にある状態､または

時間的な関係を-致させる動作のことである[7]o同期
型のｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱは､例えば電子会議ｼｽﾃﾑに代

表されるように複数の利用者が共用ｽｸﾘ-ﾝや通信
ﾁﾔﾈﾙを介して､同時に共通の目的を持った業務を

遂行するものである｡

3.2.2非同期

非同期とは同期の逆の意味で,人間やｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ
が時間的に独立している状億､または時間的な関係を

持たない動作のことである｡非同期型のｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪ

ｱは例えば電子ﾒ-ﾙに代表されるように複数の利用

者が同時に存在することを前提としないため､ﾘｱﾙ

ﾀｲﾑのｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝは伴わず､情報は必要なと

きまで蓄積され､それらを後から参照することにより

業務を遂行するものである｡

非同期の場合はﾕ-ｻﾞ間の時間的距離が大きく､ﾕ-

ｻﾞはお互いに情報をやりとりしながらも時間的にはそ

れぞれが別個に作業をする｡

3.3特故と機能

従来のﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｸｪｱと同様に,提案ﾓﾊﾞ

ｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱの基本的な機能にはｽｹｼﾞｭ-ﾙ

管理,行き先掲示版､電子会議,ﾜ-ｸﾌﾛ-などが
ある｡ﾕ-ｻﾞはﾌﾞﾗｳｻﾞを利用してこれらの機能を利

用することができるo

提案ﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱは､従来の'ⅣWWﾌﾞ
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ﾗｳｻﾞを利用したﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱと比較して

次のような特徴を持つ｡

●同期的な協調作業支援

●情報端末に適した情報変換

●ﾕ-ｻﾞの位置情報の把握｡反映

3.3.1同期的な協調作業支援

提案ｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱではHTTP以外で同期通信を

行うことによって､同期的な協調作業を支援する｡

同期的な協調作業で利用されるすべてのﾃﾞ-ｰﾀはDB

に蓄えられる｡そのため､電波の途切れやﾕ-ｻﾞの都

合により同期的な会議や設計が不可能になった場合で

も,その間のﾃﾞ-ﾀが失われることはない｡ﾕ-ｻﾞは

WWWﾌﾞﾗｳｻﾞやﾒ-ﾙなどで後から協調作業のﾃﾞ-

ﾀを参照することができ､再び同期的な協調作業に復

帰することが可能である｡
したがって非同期だけでなく同期的な協調作業も支

援することより､時間的なｺｽﾄの削減が可能である｡

3.4情報端末に適した惰報変換

ﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱ端末の種類やOSは多岐に

わたるため､提案ｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱではﾕ-ｻﾞの依頼に

基づいてそれぞれの情報端未に適した情報変換を行う｡

例えば､携帯電話のﾒ-ﾙで会議の内容を知りたい場

合､会議の内容を知りたいという依頼をﾃﾞ-･ﾀべ-ｽ

に書き込むことによりﾒ-ﾙで会議内容を知ることが

可能である｡携帯電話のﾒ-ﾙ機能は文字数制限があ

るものが多いため､会議内容を複数のﾒ-ﾙに分割し

て送信する手段も提供する｡

3.4.1ﾕｰｻﾞの位置惰報の把握･反映

提案ｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱはPHSやGPS (GlobalPosi-

tioning System)を利用した位置情報ｻ-ﾊﾞを利用する
ため､各ﾕ-ｻﾞは他のﾕ-ｻﾞの位置や役割を把握し､組

織としての意図や行動に反映させることが可能となる｡

位置情報ｻ-ﾊﾞから得られたﾕ-ｻﾞの位置情報は自

動的にDBのｽｹｼﾞｭ-ﾙや行き先掲示版に反映され

る｡ﾕ-ｻﾞの位置情報やｽｹｼﾞｭ-ﾙを考慮したｽｹ

ｼﾞｭ-ﾘﾝｸﾞやﾏﾈ-ｼﾞﾒﾝﾄによって時間的･空間

的にｺｽﾄ削減が可能である｡

3.5ｼｽﾃﾑ構成

提案ﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱのｼｽﾃﾑ構成を図2

に示す｡

提案ｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱはｻ-ﾊﾞ･ｸﾗｲｱﾝﾄｼｽﾃﾑ

を採用し､ｻ-ﾊﾞ側には同期支援ｻ-ﾊﾞおよび非同期

支援ｻ-ﾊﾞ､ DBMS (DataBa5e Managemen七System)

及びDB (DataBase) ､ｸﾗｲｱﾝﾄ側にはAppletを
組み込んだWWWﾌﾞﾗｳｻﾞがある｡同期支援ｻ-ﾊﾞ

はﾋﾞﾃﾞｵ会議ｻ-ﾊﾞやﾎﾜｲﾄﾎﾞ-ﾄﾞｻ-ﾊﾟなどを含

捷案ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ

図2:ｼｽﾃﾑ構成

み､同期的な組織活動を支援する｡同様に非同期支援

ｻ-ﾊﾞはWWWｻ-ﾊﾞや情報の変換･補完を管理す

る情報補完ｻ-ﾊﾞを含み､非同期的な組織活動を支援

する｡

4ｻﾌﾞｼｽﾃﾑの実装

4.1概要
提案ｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱの-部分として､無線環境に適

応したﾓﾊﾞｲﾙﾁﾔﾂﾄｼｽﾃﾑをJaⅣa言語を用い

て実装した｡本ｼｽﾃﾑは-般のﾁﾔﾂﾄｼｽﾃﾑの

ように文字による複数ﾕ-ｻﾞの会話を実現するもので

あるが､ﾁﾔﾂﾄの内容は常にWebﾃﾞ-ﾀとして記録

され､後から参照することが可能である｡またﾕ-ｻﾞ

が途中で意図的に会話ｸﾞﾙ-ﾌﾟから退出した場合,あ

るいは意図に反してｼｽﾃﾑに接続できなくなった場

合には､ﾁﾔﾂﾄ内容を簡単なﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄにまとめ,

退出したﾕ-ｻﾞにﾒ-ﾙで送信することを可能として

いるo

ﾕ-ｻﾞが使用するﾓﾊﾞｲﾙﾁﾔﾂﾄｸﾗｲｱﾝﾄは

Javaｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝとして実装した｡またDBMS

の代用として､ Javaで利用可能なDBMSとして軽量

であるIBM TSpaces[8]を用いた｡

4.2ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ構成

ｻﾌﾞｼｽﾃﾑは同期支援ｻ-ﾊﾞ/ｸﾗｲｱﾝﾄとし

てMobile Chat Server/Clientｸﾗｽ､非同期支援ｻ-
ﾊﾞとしで情報の相互変換を統括するInた)rmation Com-

pleter,簡易ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄを作成するDigest Maker,各

ﾒﾃﾞｨｱを管理するChat/Web/Mai1 Managerのなど

のｸﾗｽから構成される(図3)｡

4.3同期支援

Mobile Chatｼｽﾃﾑは-般的なﾁﾔﾂﾄｼｽﾃﾑ

と同様に､ﾕ-ｻﾞに対して文字による同期的な会話を
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図3:ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ構成

ﾒﾆｭｰLoginﾎﾞﾀﾝLogoutﾎﾞﾀﾝ

ﾃｷｽﾄ出ｶｴﾘｱﾃｷｽﾄ入ｶﾌｲｰﾙﾄﾞ

図4:ｸﾗｲｱﾝﾄｳｲﾝﾄﾞｳ

提供する｡ﾁﾔﾂﾄｸﾗｲｱﾝﾄｳｲﾝﾄﾞｳを図4に

示す｡

Mobile Chatの最も大きな特徴の-つは､ﾕ-ｻﾞの

ﾛｸﾞｱｳﾄ/切断検出である｡ Chatｻ-ﾊﾞとｸﾗｲ

ｱﾝﾄはお互いが正常に動作していること､また通信

路が途絶えていないことを確認するため､定期的に確

認ﾒｯｾ-ｼﾞを送信して生存確認し合う｡定期的に確

認ﾒｯｾ-ｼﾞが届いていればﾁﾔﾂﾄは続行されるが､

最後に確認ﾒｯｾ-ｼﾞが届いてから各ｸﾗｲｱﾝﾄが

設定した待ち時間が経過すると､ｻ-ﾊﾞまたはｸﾗｲ

ｱﾝﾄは相手との通信が不可能になったと見なす｡

cbatｻ-ﾊﾞがあるｸﾗｲｱﾝﾄ(ﾕ-ｻﾞ)との通信

が不可能になったと見なすと､ｻ-ﾊﾞは何らかの情報

補完をInformation Completerｻ-ﾋﾞｽに依頼する.

依頼ﾃﾞ-ﾀの内容は例えば､ ｢ﾕ-ｻﾞAに対してﾁﾔﾂ

ﾄの内容を1000ﾊﾞｲﾄに分けてﾒ-ﾙで送信する｣な

どである｡

このMobile Chatはﾕ-ｻﾞ不在時のｻﾎﾟ-ﾄ機能の

-例である.

4.4非同期支援

非同期支援の中心となるのがInformation Completer

ｻ-ﾋﾞｽである｡ Information Completerｻｰﾋﾞｽは

情報の補完を統括する｡すなわちInformation Com-

pleterは､簡易ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄを作成するDigest Maker

ｻ-ﾋﾞｽや各々のﾒﾃﾞｨｱを管理するChat/Web/Mail

Managerｻ-ﾋﾞｽを制御する｡

Chatｻ-ﾊﾞがﾃﾞ-ﾀべ-ｽに何らかの依頼を書き

込むと､ Information Completer･はそれを察知し､各

ﾒﾃﾞｨｱﾏﾈ-ｼﾞｬに対して依頼内容に基づいた指示

を出す｡例えば｢あるﾕ-ｻﾞに対してﾕ-ｻﾞ不在中の

ﾁﾔﾂﾄ内容のﾒ-ﾙを送信する｣という依頼がﾃﾞ-

ﾀべ-ｽに書き込まれた場合､ Information Completer

はChat Managerに対して同依頼を処理するよう指示

を出す｡ Chat Managerはﾁﾔﾂﾄﾒｯｾ-ｼﾞの量を監

視し､ﾒｯｾ-ｼﾞの量がﾕ-ｻﾞの依頼量までたまると

chat ManagerはMail Managerにﾁﾔﾂﾄﾃﾞ-ﾀお

よびﾕ-ｻﾞのﾒ-ﾙｱﾄﾞﾚｽを渡し､ Mail Manager

がﾒ-ﾙを送信する｡ﾕ-ｻﾞの依頼内容によっては､

ここでﾁﾔﾂﾄ内容はDigest Makarによって要約さ

れる｡

Chat内容はWeb Managerを通してHTMLﾌｱｲ

ﾙとしても出力される｡したがって,なんらかの理由

で同期ﾁﾔﾂﾄに参加できないﾕ-ｻﾞは後からﾒ-ﾙ

やWebを参照することが可能である｡

4.5 ＼ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ機能

今回のｻﾌﾞｼｽﾃﾑ実装におけるﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ機能

は､ただ単にﾃｷｽﾄﾃﾞ-ﾀをﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ化の割合

に基づいて削減するという簡易的なものに留まった｡

5評価
5.1評価方法
ｻﾌﾞｼｽﾃﾑMobile CIlatの有効性を確認するた

めに､大学生28人によるｱﾝｹ-ﾄ調査を-人ずつ

行った｡まず､ﾉ-ﾄPC上のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲでMobile

Cbat Server/Client, Infbrmation Completerなｾﾞの各
ｻ-ﾊﾞを立ち上げ､通常にﾁﾔﾂﾄができることを確認

してもらう｡次に､ﾁﾔﾂﾄの途中で疑似的に回線の切

断をしてﾁﾔﾂﾄを-時中断してもらい､不在期間の

情報をﾌﾞﾗｳｻﾞやﾒ-ﾙで参照可能であることを示し

た後､ｱﾝｹ-ﾄに回答してもらう形というをとった｡

質間内容は次の通りである｡

(1)使用してみて､次の機能の中から便利であるもの
には○を､便利ではないものには×を,どちらと

も言えないものには△付けて下さい｡

●ﾒ-ﾙの送信

●ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄの作成

● HTMLﾌｱｲﾙ-の出力

(2)問(1)でそう答えた理由は何ですか?

(3)問(1)の機能の使用することにより､自分が参加
していない間の情報の補完は可能ですか?

-616-



●可能

●不可能

●どちらとも言えない

5.2ｱﾝｹｰﾄ結果

5.2.1機能について

まず､問(1)の集計結果は図5のようになったoﾒ-
ﾙの送信およびHTMLﾌｱｲﾙ-の出力機能につい

ては｢便利である｣という回答が大部分を占めること

がわかるo -方､ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄの作成機能については

｢どちらとも言えない｣という回答が最も多く､ ｢便利

である｣という回答は10人にとどまった｡

5.2.2理由

間(2)の回答をまとめると以下のような結果となる｡
5.2.1節と同様に､ﾒ-ﾙの送信とHTMLﾌｱｲﾙﾍ

の出力機能については好意的な意見が多かった｡しか

し､ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄの作成機能についてあまりはっきり

とした理由はなく､ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄの精度によるという

ことであった｡全体では完成度が高いといった反面,ｸﾞ

ﾙ-ﾌﾟｳｪｱの-部ではなく単なるﾁﾔﾂﾄとして見

ている意見もあった｡

●ﾒ-ﾙの送信について

-ﾕ-ｻﾞが確認しやすくてよい

-ﾛｸﾞｱｳﾄしている間の様子がわかる

- chatはその場で話せばよいのでどちらでも

よい

-ﾃﾞ-ﾀ量が多くなるのでよくない

一必要のないﾃﾞ-ﾀをﾒ-ﾙで送られてもうれ

しくない

●ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄの作成について

一簡単に実現できそうである

-話の程度によってﾚ-ﾄを変えられてよい

一時間がない時は便利

-ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄの精度による

- cbatには必要にない

● HTMLﾌｱｲﾙ-の出力について

-手軽に見ることができてよい

-あまり意味を感じない

-表示が最も美しくなる

-読みたいときに読める

●総合

92%

図6:ｱﾝｹ-ﾄ結果｢不在期間の情報補完は可能で

あるか｣

ｰ完成度が高く現実性が見られる

-ﾒ-ﾙの送信とHTMLﾌｱｲﾙ-の出力は

どちらかでよい

一自分が関わっていない間の情報はどちらでも

よい

-ﾛｸﾞが後で見られるのは便利

-ﾛｸﾞを見るのに別のｿﾌﾄを起動しなければ

ならないのが気になる

一複数の手段で情報にｱｸｾｽできるのは重要

5.2.3情報の補完

間(3)の回答結果をまとめると図6のようになったo

間(1)および間(2)では意見がわかれる羊とがあった
が､間(1)で列挙した機能を用いることによって情報
補完が可能であるとの意見がほとんどを占めた｡

5.3考察

今回のｱﾝｹ-ﾄは擾案ﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱの

ｻﾌﾞｼｽﾃﾑMobile Chatを評価するために行われた

が､全体的に見るとｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱのｻﾌﾞｼｽﾃﾑとし

てではなくMobile Cbat単体についての回答が多かっ

た｡ Mobile Chatをｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱのｻﾌﾞｼｽﾃﾑと

してとらえていなかった回答者が多かったのは,ｱﾝ

ｹ-ﾄの実施方法として,まずMobile Chatを使用し

てもらった影響だと考える｡回答者にできるだけ予備

知識を与えないようにしたっもりだが､結果的に多く

の回答者がMobile Cbatをﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱ

の-部として見ていなかった｡

機能面に着目すると､ｱﾝｹ-ﾄ結果ではﾒ-ﾙの

送信機能とHTMLﾌｱｲﾙ-の出力機能に関する支

持が多いことから､ﾓﾊﾞｲﾙﾕ-ｻﾞの役に立つ機能で

あると考えてよいだろう｡第2章でも言及したように､

ﾓﾊﾞｲﾙﾕ-ｻﾞは常にﾈｯﾄﾜ-ｸと接続している状

態を推持することが困難であるため､後からﾒ-ﾙや

ﾌﾞﾗｳｻﾞなどで情報を参照することは有効である｡ﾀﾞ
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HTMLﾌｱｲﾙへの出力

ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄの作成

ﾒｰﾙの送信
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図5:ｱﾝｹ-ﾄ結果｢各機能は便利であるか｣

ｲｼﾞｪｽﾄの作成機能は十分な実装がされていなかっ

たため図5および5.2.2節のように否定的な意見が多

かった｡ -方､ 5.2.3節の結果からわかるように､ほぼ

すべての回答者がMobile Chatによって､ﾕ-ｻﾞ不

在期間の情報補完が可能であると回答している｡ﾀﾞｲ

ｼﾞｪｽﾄの精度が良くなれば情報補完機能が有効に利

用できるようになると期待できる｡

6おわりに

本稿では無線環境における協調作業支援が可能な同

期･非同期型のﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱを提案した｡捷

案ｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱではﾓﾊﾞｲﾙﾕ-ｻﾞの位置情報を把

握･反映し,非同期だけでなく同期的な協調作業の支

援も可能である｡このｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱを用いることに

より､ﾓﾊﾞｲﾙﾕ-ｻﾞのみならずﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟﾕ-ｻﾞ

にも不在期間の補完情報を提供する｡

また､提案ｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱのｻﾌﾟｼｽﾃﾑとしてMo-

bile Chatを実装した｡ Mobile Chatは-般的なﾘｱ

ﾙﾀｲﾑﾁﾔﾂﾄと異なり､ﾕ-ｻﾞは後からﾁﾔﾂﾄ内

容を必要に応じてﾒ-ﾙやWWWﾌﾞﾗｳｻﾞで参照す

ることができる｡位置情報は今回の実装では使用しな

かった｡

評価は大学生にMobile Chatを使用してもらい､そ

の後ｱﾝｹ-ﾄを取る形を取った｡ MobileChatをｸﾞ

ﾙ-ﾌﾟｳｪｱではなく単なるﾁﾔﾂﾄとして見る回答

者がいたが､ﾒ-ﾙの送信やHTML -の出力機能は

不在期間の情報がわかるため便利であるとの意見が多

かった｡結果的に情報の補完は可能であると言え,本

ﾓﾊﾞｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱの有効性を確認できた｡

しかしながら今後の課題として､ﾓﾊﾞｲﾙﾕ-ｻﾞに

適した作業情報のﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄをいかにして作成する

かという問題が残る｡ﾁﾔﾂﾄなどの単純な会話の場

合は､特定の話者に注目したﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄの作成や定

期的に発言を抽出する手法がすでに提案されている｡

E3便利

□便利ではない
口どちらとも言えない

ﾛ無記入

∵方､会話だけに留まらないﾃﾞ-ﾀ会議などの例では,

別の対策を講じる必要があるだろう｡今後はこれらの

問題に対する解決方法を検討するとともに､提案ﾓﾊﾞ

ｲﾙｸﾞﾙ-ﾌﾟｳｪｱの実装をさらに進める予定である｡
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